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KUBIC 準優勝報告 
 

第 13 期	 川村 澄明 

 

 

◆KUBIC とは…？  

KUBIC とは，関西大学が主催するビジネスプランコンペティションの

ことです。「学生の力」をキャッチフレーズに掲げる KUBIC は，2015

年で，なんと 10 年目を迎える，由緒あるコンペティションになります。

今年度は，第 13 期生西森・山本・矢野・川村の有志 4 名でチームを結

成し，参加しました。この KUBIC には，あらかじめ企業から提示された“お題”に沿ったビジネスプラン

を応募するテーマ部門と，特段，お題は指定せずにビジネスプランを応募する自由応募部門があります。

私たちは，テーマ部門において，ハウス食品から提示された「カレー事業の新提案 ※変化する生活シーン

に対応した事業プラン」というお題について考え，「カスタマイズするカレー“カレーキューブ”」という

ビジネスプランを提案しました。その結果，私たちは，全国から 800 を超える応募の中，1 次審査，2 次審

査を勝ち上がり，準優勝を果たすことが出来ました。 

 

◆発表の概要  

	 現在，カレー市場において圧倒的なシェアを誇るハウス食品ですが，お茶の間をのぞいてみると，ハウ

ス食品のカレールウだけでなく，他社のカレールウをブレンドしたり，醤油や蜂蜜などを用いて，家庭独

自の味付けをしていたりすることに気づかされます。このことは，消費者が現在販売されているカレール

ウに満足していないということを示唆しているように思われます。また，個食化が進行している現代にお

いて，1 パック 6～8 食分で販売していては，消費者が使い切ることが出来ないため，将来カレールウが受

け入れられなくな

っていくことも容

易に想像がつきま

す。こういった現状

を踏まえ，私たちは，

3 個を組み合わせる

ことで 1 食分のカ

レーを作ることが

出来るカレー調理

用キューブ，名付け

てカレーキューブ

を提案しました。こ 発表用資料の 1 ページ 
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のキューブには，味の種類に幅を持たせ，その多様な組み合わせによって，これまでのカレールウの概念

を覆す，幅広い味を提供可能にします。 

 

◆発表後記  

KUBIC への参加を通して，「自分たちのアイディアを，ビジネスプランという 1 つの形にしていくこと

の楽しさ」を一同実感することが出来ました。大会に応募したきっかけは，4 月の本ゼミにて，「KUBIC プ

ラン発表」という企画で，第 13 期生全員が，各々考えてきたプランを発表し，そこで私がカレーキューブ

の原案を発表したのが始まりでした。その数日後，それを KUBIC に応募することに賛同してくれた同期 3

名と合流し，案を煮詰め始めました。6 月に，1 次審査の締め切りがあるため，ケースやディベートの合間

を縫って，それに向けてメンバーで話し合いを進めていきました。メンバーは全員食べることが大好きだ

ったので，アイディアを考えるプロセスをとても楽しみながら進めることが出来ました。カレーキューブ

の組み合わせを考えているときには，おいしそうなタイカレーの話に熱が入り過ぎて，何度も話が脱線し

かけたことも良い思い出です。プランを提出する上で一番苦戦したのは，ビジネスプランの採算計画を作

ることでした。ネット上でハウス食品の決算報告書を見たり，他社の固定費を探したりしながら，試行錯

誤して準備を進めました。大会の応募締切前日の本ゼミ後，ギリギリまで先生に文章などをチェックして

いただき，23 時まで開いている目黒の郵便局に応募書類を出しに行ったことは，今でも鮮明に覚えていま

す。 

この苦労が報われることが分かったのは，8 月の半ばでした。私が三田論の話し合いから帰ると，自宅

に関西大学から郵便が届いていたのです。はやる気持ちを抑えながら，その封筒を開けると，そこには 1

次審査・2 次審査通過の認定証と，本選出場のお知らせが入っていました。それ以降，論文活動と並行さ

せながら，本選出場に向けて，パワーポイント資料の作成作業を行いました。いかに私たちのビジネスプ

ランを理解してもらえるような資料を作るかを念頭に置き，アニメーションまで細かく先生にアドバイス

をいただきながら作りました。 

本選前日の本ゼミには，模擬発表を行い，大学院生の方や第 12 期の先輩方，同期から数多くのフィード

バックをいただき，最後には小野先生から「楽しんでくるように」とエールを送られました。しかし，そ

の時の自分たちの発表は及第点に達していなかったので，本選当日は，関西大学に早めに到着して練習を

しました。初めは，関西大学のキャンパス

の広さに圧倒され，どこで練習をすべきか

迷いましたが，最終的には，売店近くのベ

ンチに陣取り，本番のフォーメーションを

確認しながら，何度も通し練習をしました。

4 人が 1 列に並び，同じ方向を向いて語り

かけている姿は奇妙だったのか，そばを通

る多くの学生から視線を集めてしまいまし

た。それでも気にせず，直前まで練習を重

ねました。 
発表を間近に控えて，やや緊張気味なメンバー 

（左から西森，山本，著者，矢野） 
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本番直前，応援にいらしてくださった小野先生が「緊張しているの？ 珍しいね。楽しんできて。」と笑

顔で声をかけてくださったため，私たちは緊張を和らげてから，壇上に上がることが出来ました。 

本選後の懇親会では，

“お題”の提供者であ

るハウス食品の方々こ

そいらっしゃらなかっ

たものの，多くの協賛企

業の社員の方々とお話

しすることが出来，自分

たちのプランの評価点

や，改良点について教え

ていただくことが出来

ました。実際に企業で働

いていらっしゃる方々

からのコメントは，学生

である私たちにとって，とても新鮮でした。また，KUBIC 運営者の中には，6 月のインカレディベートで

対戦した岩本ゼミのゼミ生の方もいて，数か月ぶりの交流が出来ました。 

ビッグマウスの緊張漢みずき（矢野），経理担当のやっさん（西森），まとめアナウンサーSandi（山本），

そして泣きかけのプレゼンター著者，という，なんとも個性（？）豊かなメンバーでしたが，各々がその

役回りをうまく果たしたことで，楽しみながら大会出場を果たすことができたと感じています。この経験

を踏まえ，今後も楽しみながら物事に取り組むことができるよう，意識してまいります。  

最後になりますが，プランの根幹となるアイディアや，パワーポイント資料などについて，丁寧なご指

導をしてくださった小野先生，よりよい発表のためのアドバイスをくださった大学院生，第 12 期生，およ

び第 13 期生には，本当に感謝しております。小野ゼミ初となる，準優勝という栄誉に浴することが出来た

のは，皆様のおかげです。本当に，ありがとうございました。 

緊張しながらも声を張り上げて発表をするメンバー 

表彰式の後の，笑顔の記念撮影（左から山本，西森，小野先生，矢野，著者） 


